
このたびは電動バイクをお求めいただき誠にありがとうございます。

この取扱説明書には、お買い上げいただいた車の正しい取り扱い方法や安全な運転のしかた、日常点検、簡単な定期点検整備などについて説明して

あります。

車は取り扱いを誤ると、重大な事故やケガやトラブルの原因となります。お乗りいただく前に必ず本書をお読みいただき、本製品をご理解のうえご

使用ください。

車を譲られる場合次の持ち主に本書をお渡しください。

車の仕様その他の変更によりこの本の内容と実車が一致しない場合があります。ご了承ください。

車を受け取りの際にはお買い上げいただいた販売店から「取扱説明書」「保証書」「車両受け渡し確認書」を受け取り、説明をお受けください。

本書では正しい取り扱いおよび点検、整備に関する必要な事項を下記のシンボルマークで区分しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　・取り扱いを誤った場合、死亡または重大な傷害に至る可能性が想定される場合を示してあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　・取り扱いを誤った場合、　物的損害の発生が想定される場合を示してあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　・正しい操作のしかたや点検整備上のポイントを示してあります。

※運転免許について

この車を一般公道で運転するには運転免許が必要です。ご自身の免許で運転できるか確認してください。

はじめに

警　告

要　点

注　意
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安全運転のために

◆安全運転は正しい服装から

心のゆとりと正しい服装が安全運転の決め手で

す。道路交通法を守りあせらずにゆとりを持って

落ち着いた運転を心がけましょう。

●ヘルメットの着用は法令で義務付けられていま

す。着用はあごひもを確実に締めるなど正しくお

こなってください。

●ヘルメットは PSC または SG、JIS マークのあ

る二輪車用をお勧めします。頭にしっくりあって

圧迫感のないものをお選びください。

●保護具や保護性の高い服を着用してください。

　・フェイスシールドまたはゴーグルの使用

　・ くるぶしまで覆う靴の着用

　・ 摩擦に強い皮製の手袋の着用

　・ 長ズボンと長袖のジャケットの着用

●明るく目立つ色で動きやすく、体の露出が少な

いものを着用してください。　

●以下のような服装は運転操作の邪魔になり危険

です。また、回転部分に巻き込まれ思わぬ事故の

原因にもなりますので着用しないでください。

　・ズボンのすそや袖口の広い服

　・衣服の飾り物や紐など、長すぎる装飾があ

　　る服

　・ロングスカートやロングマフラーなどの体

　　 に密着しない服

●靴はかかとが低く、運転操作がしやすいものを

着用してください。また、くるぶしまで覆われて

いて足にピッタリしたものを選んでください。

ヘルメットを正しくかぶっていないと、万一の事

故の際、死亡または重傷に至る可能性が高くなり

ます。

運転者は、必ずヘルメットをかぶり、正しい服装

で乗車してください。

◆日常点検、定期点検整備の実施
 

事故や故障を防ぐため法令に準じた日常点検を運

転する前におこなってください。また、法令に準

じた 1 年、2 年ごとにおこなう定期点検も必ず実

施してください。

●日常点検をおこなってください。

車は常に清潔に手入れをし定められた点検整備を

必ずおこないましょう。

　日常点検　→　24 ～ 27 ページ参照

●定期点検整備を実施してください。

　定期点検整備　→　28 ～ 29 ページ参照

あなた自身のために

警　告
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安全運転のために

◆荷物はしっかり固定

荷物を積むと、積まないときと比べてハンドルの

感覚が少し変わりますので注意しましょう。積み

すぎはハンドルがふられ誤運転につながることが

ありますので注意しましょう。

●荷物の限界積載量は下記のとおりです。

　・コンビニフック：１ｋｇ

　・フロントキャリア：１０ｋｇ

　・リアキャリア：２０ｋｇ

●コンビニフックには車体からはみ出したり、足

に当たるような大きな荷物はかけないで下さい。

走行やハンドル操作に支障をきたすことがありま

す。

●ハンドルの近くに物を置かないでください。ハ

ンドル操作ができなくなることがあります。

●ヘッドライトの前は荷物等でさえぎられること

がないようにしてください。過熱によりレンズが

溶けたり、破損することがあります。

●フロントバスケットから荷物が出ないよう注意

してください。ハンドル操作の妨げとなったり、

方向指示灯の配光に支障をきたすことがありま

す。

●荷物は指定の場所 ( コンビニフック、フロント

キャリア、リアキャリア ) 以外には積まないでく

ださい。カバー等が破損することがあります。

◆乗りかた

●走行中運転者は両手でハンドルを握り、両足を

フットボードに置いてください。

●急激なハンドル操作や、片手運転は避けてくだ

さい。これはすべての二輪車の安全運転の原則で

す。

●この車の乗車定員は１人です。２人乗りはでき

ません。

●押して移動するときはメインスイッチを切って

ください。

　・車から降りて押して移動するときはメイン

　　スイッチを切ってください。やむをえずモー

　　ターを回したまま移動するときは、スロッ　

　　トルグリップを不用意に回さないようにす　

　　る ため、 必ず右手でスタンディングハンド　

　　ルを持って行ってください。

　・スロットルグリップを持っておこなうと、

　思わぬ事故の原因となります。

●法定最高速度は 30km/h です。（1 種）

●法定最高速度は 60㎞ /h です。（２種） 
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安全運転のために

◆不正改造の禁止

●車の構造や機能に関係する改造は、操縦性を悪

化させたりバッテリーの寿命や車の寿命を縮めた

り、ひいては重大な事故や故障の原因となります。

また、改造すると車の保証が受けられません。不

正改造は法律に触れることになり他への迷惑行為

にもなります。

●部品交換が必要な場合は正規の規格のものを使

用するよう、販売店へ依頼してください。規格が

異なった部品を使用すると故障などの原因となり

ます。

部品交換が必要な場合は正規の規格のものを使用

するよう、販売店へ依頼してください。規格が異

なった部品を使用すると、故障などの原因となり

ます。

◆自賠責保険への加入

自賠責保険 ( 共済 ) への加入は法令で定められて

います。万一の事態に備えて必ず加入してくださ

い。また、保険の期限切れにも注意してください。

注　意
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安全運転のために

◆他の人への思いやり

●交通ルールを守り、まわりの歩行者や車の動き

に注意して思いやりの気持ちを持って通行しま

しょう。

●周囲の状況に注意して、安全なスピードで走行

してください。

歩行者や自転車のそばを通るときは、安全な距離

を保つか徐行してください。

●ヘッドライトの向きに注意しましょう。

ライトの照射方向は、対向車に十分配慮してくだ

さい。

◆駐車
 

●駐車するときは、必ずメインスイッチを切って

から車を離れてください。メインスイッチを切り

忘れてそのまま駐車すると、バッテリーが放電し

続け、バッテリーがあがってしまいます。

●盗難防止のため、車から離れるときは必ずハン

ドルロックとシャッターをかけ、キーをお持ちく

ださい。また、チェーンロックなどのサイクルロッ

クも同時に使用することをお勧めします。

●交通のじゃまにならない場所に駐車してくださ

い。

●平坦な場所に駐車してください。やむをえず傾

斜地や柔らかい地面などの不安定な場所に駐車す

るときは、転倒や誤発進のないように注意してく

ださい。

●サイドスタンドを使用して駐車するときは、車

が停止してからハンドルを左に切ってください。

◆日中のライト点灯は下向きに
 

この車両は手動昼間点灯仕様です。他の車や歩行

者へ注意をうながし、自分の存在を知らせるため

に日中も点灯してください。対向車に配慮し、ラ

イトは下向きを使ってください。

歩行者と他の車のために
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安全運転のために

◆住民の方への思いやり

車の使用は周囲への思いやりを持っておこないま

しょう。

◆違法改造はしない

違法改造は法律により禁止されています。

改造は操縦安定性を悪くしたり、バッテリーの寿

命や車の寿命を縮めたり、重大な事故や故障の原

因となります。

また、改造すると車の保証が受けられません。

◆環境への配慮

廃車するときやバッテリーなどを廃棄処理すると

きは、環境保護のためお買い上げの販売店にご相

談ください。

環境・住民の方との調和のために
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各部の名称と使い方

各部の名称

バッテリーケース

コントローラー

ブレーカー

コンバーター

サイドスタンド ドラムブレーキディスクブレーキ

インホイールモーター

リヤウィンカーランプ

フロントウィンカーランプ

ストップ / テールランプ

ヘッドライト

後輪ブレーキレバー

前輪ブレーキレバー スタンディングハンドル

コンビニフック

フットブレーキ※

メインスタンド

メーター

※フットブレーキタイプのみの装備です。
※仕様によって外観が図示と異なる場合があります。
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各部の名称と使い方

●スタートスイッチ

　飛び出し防止のためのスイッチです。

　メインスイッチを ON にしてからスタートス　

　イッチを押すことで、モーターが始動できる状

　態にします。モーター停止中、もう一回押すこ  

   とで、シフト表示灯が点滅して発進できません。

● S ランプの警告内容

　1 回連続点滅：低電圧状態

　2 回連続点滅：ブレーキ断電スイッチ異常

　3 回連続点滅：アクセルグリップ異常

　4 回連続点滅：コントローラ異常

　5 回連続点滅：モーター異常

　※始動時 1 回だけ点滅しますが、異常ではあ

　りません。

●バッテリー残量計の見方

　７つの緑ゲージと１つの赤ゲージでバッテリー

　の残量を表示します。

　緑ゲージ 7 つ点灯：残量 100 ～ 90％

　緑ゲージ 6 つ点灯：残量 90 ～ 80％

　緑ゲージ 5 つ点灯：残量 80 ～ 70％

　緑ゲージ 4 つ点灯：残量 70 ～ 60％

　緑ゲージ 3 つ点灯：残量 60 ～ 50％

※緑ゲージ 2 つ点灯：残量 50 ～ 40％（充電推奨）

　緑ゲージ 1 つ点灯：残量 40 ～ 30％（要充電）

　赤ゲージ点灯　　：残量 30 ～ 15％（危険要充電）

　赤ゲージ点滅　　：残量 15％～０％（危険）

※バッテリー保護のため緑ゲージ 2 つ点灯での

　充電をおすすめします。

＊残容量表示について

　残容量表示は電流積算方式を採用しています。

この方式では、電流検出誤差も積算してしまい、

そのまま充放電を繰り返すと次第に残容量のズレ

が大きくなる場合があります。

※継ぎ足し充電で満充電まで充電しないまま、繰

り返し使用した場合などに残容量表示のズレが大

きくなることがあります。

ズレを補正するには、

①満充電検出による補正

　残容量表示のプログラムは満充電を検出すると

　残容量を満充電容量に補正します。

②放電時電圧による補正

　放電終期の電圧値（65 Ｖ）により、既定の残

　容量に補正します。

の方法がありますが、深く過放電をおこなうと、

充電にさし障る場合があるため、定期的に満充電

まで充電をおこなう①の方法で対処をしてくださ

い。

計器類の見方

ヘッドライト上下切替指示灯

方向指示器表示灯

ライト指示灯

積算距離計

速度計

S ランプ（状態警告灯※）

バッテリー残量計

スタートスイッチ

シフト表示灯

※仕様によって外観が図示と異なる場合があります。
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各部の名称と使い方

●キーは車の操作や保管をするときなどに使用す

る大切なものです。紛失しないように、充分に注

意してください。

●キーは 2 本付属しています。1 本は予備として

大切に保管してください。

● 1 本のキーを紛失または破損したときは、販

売店で新しい予備キーを作っておいてください。

●キーを 2 本とも紛失または破損したときは、

販売店にご相談ください。

キーを取扱うときには、下記の内容を必ず守って

ください。

金属製のキーホルダーを使用しないでください。

また、リングなどに複数のキーをつないで使用し

ないでください。走行中にキーホルダーや他の

キー、カバーなどの部品にあたり、傷の原因とな

ります。キーホルダーは布製または皮製のものを

お勧めします。

※仕様によって外観は図示と異なる場合があります。

メインスイッチはモーターの「スタンバイ / 停

止」、　ブレーキランプや方向指示灯などの「入 /

切」、ハンドルロックの「ロック / 解除」を行い

ます。

◆ ON　　　  ・モーターの始動ができます。

　　　　　　    キーは抜けません。

◆ OFF　　　・モーターは始動しません。

　　　　　　　キーの抜き差しができます。

◆ LOCK          ・ハンドルをロックします。

　　　　　　　キーの抜き差しができます。

走行中にメインスイッチを OFF や LOCK の位置

にすると、電気系統の作動が停止し、事故につな

がるおそれがあります。

メインスイッチは必ず停車中に操作してくださ

い。

・盗難防止のため、車から離れるときは必ずハン

ドルロックをかけ、キーをお持ちください。

・メインスイッチを ON のまま長時間放置すると、

バッテリーあがりの原因となります。ご注意くだ

さい。

・バッテリーを充電する際、必ずメインスイッチ

を OFF にしてください。

キーの取扱 メインスイッチ

注　意

注　意

警　告
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各部の名称と使い方

◆ハンドルロックは駐車時などの盗難防止
用です。

●ロックのしかた

　1. ハンドルを左いっぱいに切ります。

　2. OFF の位置でキーを押し込み、そのまま

　　LOCK まで回します。

　3. ハンドルを軽く左右に動かして、ロックを

　　確認します。

　4. キーを抜きます。

●解除のしかた

 　　キーを LOCK の位置まで押し込み、その

        まま OFF まで回します。

●盗難防止のため、車から離れるときは必ずハン

ドルロックをかけ、キーをお持ちください。

●走行前にハンドルを左右に切り、切角が左右均

等であるかを確認します。

◆盗難やいたずら防止のため、メインス
イッチにシャッターを装備しています。車
から離れるときは、シャッターを閉じま
しょう。

● シャッターの使いかた

　開けかたはメインスイッチのキーについている

シャッターキーの突起部を溝に合わせて差し込み

「OPEN」の位置まで回します。

　閉じかたはメインスイッチのキーについている

シャッターキーの突起部を溝に合わせて差し込み

「SHUT」の位置まで回します。

● 手提げ袋などをこのフックに掛けます。

コンビニフックに掛けられる荷物は１ｋｇまでで

す。車体からはみ出したり、足に当たるような大

きな荷物はかけないでください。走行やハンドル

操作に支障をきたすことがあります。

ハンドルロック キーシャッター コンビニフック

警　告
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各部の名称と使い方

◆ヘッドライト上下切替スイッチ
●ヘッドライトの配光を上向き、下向きに切り替

えるスイッチです。

　上向き：遠くを照らします。

　下向き：近くを照らします。

◆方向指示器スイッチ（⇦　⇨）   
● 進路変更の合図に使用します。

　操作は、進路変更する側にスイッチをスライ

  ドさせます。

　消灯するときは、スイッチを押します。

　    ⇨：右側の方向指示灯が点滅します。

　    ⇦：左側の方向指示灯が点滅します。

◆ホーンスイッチ 
● スイッチを押すとホーンが鳴ります。

先行車や対向車があるときは、ヘッドライトを下

向きにしてください。

◆ライトスイッチ　
● テールランプ、メーター灯の点灯およびヘッ

ドライトの点灯ができます。

◆ shift スイッチ 
● スイッチを押すことによって、1 速～３速間

の切り替えができます。

※信号待ちなど、一時停止時間が３秒を超えると

自動的に１速に戻ります。

方向指示灯は自動的に消灯しません。使用後は必

ず消灯してください。点滅したままにしておくと

他の方の迷惑になります。

電球を交換するときは、正規のワット数のものを

使用してください。これ以外のものを使用すると

正常に作動しない可能性があります。

先行車や対向車があるときは、ヘッドライトを下

向きにしてください。

ハンドルスイッチの使い方

要　点

注　意
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各部の名称と使い方

◆開けかた

●メインスイッチのキーをシートの開閉スイッチ

に差し込み、時計回りにまわすとシートが開きま

す。

◆閉じかた

●シートをおろし、シート後部を上から押して

ロックします。シートをもち上げ、ロックがかかっ

たかを確認します。ロックをかけずに走行すると、

危険です。

シートを開閉するときは、メインスタンドを立て

てください。

シートの開閉

警　告
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バッテリーについて

◆異臭や変形など、通常と異なることに気がつい

た時は使用しないでください。   

●継続して使用すると発熱、破裂、発煙、最悪の

場合発火のおそれがあります。異常がある時は使

用せずに販売店にご相談ください。

◆落としたり、衝撃を与えたりしたバッテリーは

使用しないでください。   

●発熱、破裂、発煙、最悪の場合発火の原因にな

ります。

◆バッテリーを火中に投げ入れないでください。

●バッテリーを火中に投げ入れると破裂や激しく

燃焼するおそれがあり、大変危険です。使用済み

バッテリーは販売店でリサイクルしましょう。

◆バッテリーの分解や改造をしないでください。

●発熱、破裂、発煙、最悪の場合発火の原因にな

ります。

◆高温になる場所に放置しないでください。

●高温になる場所に長時間放置すると、バッテ

リーの容量が低下して走行距離が短くなったり保

護機能が働いてバッテリーが使用できなくなるこ

とがあります。

◆保管の状態によりバッテリー劣化の程度が大き

く変化します。

● ” 満充電に近い状態で保管温度が高いほど ” 容

量劣化はおおきくなります。

●充電量 40％以下 15℃前後で保管した場合は、

たとえば 1 年間放置した状態でも数％の容量劣

化で収まりますが、満充電 45℃の保管環境ので

は、場合によっては半年間で 60％程度まで劣化

することもあります。

◆バッテリーにホースなどで水をかけたり、水中

に投下しないでください。

●バッテリーに水をかけるとショートし、故障の

原因になります。また、水中に投下すると電池機

能を失い使用不能になります。

◆バッテリーは、当社が推奨した製品以外へは接

続しないでください。

●バッテリーは、当社の電動バイク専用バッテ

リーです。当社の推奨する製品以外には絶対に使

用しないでください。

バッテリーの取扱い

警　告 注　意
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バッテリーについて

◆リチウムイオンバッテリー

●この車に使われているリチウムイオンバッテ

リー ( Li-ion ) はエ、ネルギー密度が高く、ニカド ( 

Ni-Cd ) バッテリーやニッケル水素 ( Ni-Mh ) バッ

テリーの約３倍の高電圧が得られ、小型で軽量に

できています。

　また、ニカドバッテリーやニッケル水素バッテ

リーでは、浅い放電と充電を繰り返すと放電容量

が減少するというメモリー効果があるため定期的

なリフレッシュ充電が必要ですが、リチウムイオ

ンバッテリーはリフレッシュ充電は不要で継ぎ足

し充電ができます。

◆ バッテリーは暑さ、寒さが苦手です。

●バッテリーは化学反応を利用して充電と放電を

行います。この化学反応は温度に影響される特徴

がありますので、極端に高温になる場所、低温に

なる場所を避けるようにしてください。

◆バッテリーは使用しなくても自然放電し
ます。

●バッテリーの寿命を延ばすために、長期に使用

しない場合も月に一度は充電して保管してくださ

い。

   

◆新品時は性能が十分に発揮されないこと
があります。

●新品時には走行距離が短いことがありますが、

2 ～３回使用して充電をすることで回復します。           

（回復しない場合は販売店にご相談ください。）

◆バッテリーは充放電を繰り返すと次第に
容量が少なくなり、バッテリーの交換が必
要になります。これはバッテリーの特性に
よるものであり、故障ではありません。

高性能なリチウムイオンバッテリーでも、充放電

を繰り返すと次第に容量が少なくなり、バッテ

リーの交換が必要になります。これはバッテリー

の特性によるものであり、故障ではありません。 

バッテリーの特徴

注　意
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バッテリーについて

◆バッテリーの寿命
　　 

●リチウムイオンバッテリーは性能 ( 放電容量 ) 

が徐々に低下してゆく特性を持っています。性能

低下の度合いは使用条件によって異なりますが、

繰り返し充・放電回数 500 回で新品時の約 80%

まで放電容量が低下します。

◆バッテリーのリサイクルにご協力くださ
い。
　　 

●リチウムイオンバッテリーはリサイクルが可能

です。使用済みのバッテリーは販売店で回収リサ

イクルしてください。

バッテリーの交換は必ず販売店で行ってく
ださい。

◆バッテリーは交換が必要です。

　バッテリーの交換は有料です。

●バッテリーの交換時期は使用状況や気温、充電

のしかたによって異なりますが、一充電当たりの

走行距離が著しく短くなり、回復する兆しがなけ

ればバッテリーの交換時期です。（冬期は気温や

風などの影響で一充電当たりの走行距離が２～４

割短くなります。これは気温が高くなれば回復し

ますので交換時期になったわけではありません。）

　

●以下のような条件では、交換時期が早くなるこ

とがあります。

　・高温下での長距離走行や保管、走行直後の　

　　充電など高温下での充放電時間が長い場合。

　・急坂の登坂や発進停止の繰り返し、重い荷物

　　の積載、タイヤの空気圧不足など走行負荷が

　　大きい場合。

　・使用頻度が低く、放置期間が長い場合。

　・バッテリー残量が極端に少ない状態で長時　

　　間放置した場合。

 　

◆次のような症状が出たら、バッテリー交換時期

です。　　 

●一充電あたりの走行距離が著しく短くなった。

●バッテリーの温度が異常に高くなった。

●バッテリーの電圧が高すぎる、または低すぎる。

●バッテリーが著しく劣化している。

◆バッテリーのリサイクル　 

●寿命がきて使えなくなったバッテリーはリサイ

クル可能な貴重な資源です。リサイクルの際は販

売店までお申し付けください。

バッテリーの寿命とリサイクル バッテリーの交換
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充電について

◆必ず専用充電器を使用する。 

●専用充電器以外でバッテリーを充電しますと

バッテリーの発熱、破裂、発火の原因になります。

専用充電器以外は絶対に使用しないでください。

◆充電する時は幼児やペットの手の届かな
い場所でおこなう。　　   

●予想外の行動により、思わぬ事故や火災につな

がるおそれがあります。

◆専用充電器の電源プラグをぬれた手で取
り扱ったり、充電器の接点に触れたりしな
い。　　   

●感電するおそれがあり、大変危険です。

◆専用充電器は他の電気製品などに使用し
ない。　　 

●火災や破損の原因になります。

◆充電中の専用充電器に長時間触れない。  

●専用充電器は充電中に発熱し、４０～６０℃に

なる場合があります。充電中の専用充電器に長時

間皮膚の同じ場所で触れていると低温やけどのお

それがあります。

◆専用充電器を分解したり、改造しない。  

●火災や感電の原因になります。

◆専用充電器を台の上などに置いて使用し
ない。
●台の上などに置いて使用すると、落下によりケ

ガをするおそれがあります。

◆専用充電器を水没させたり、雨中に放置
しない。　　 

●バッテリーを破損させることがあります。火災

の原因となり大変危険です。

◆専用充電器を踏まない。　　 

●故障や破損のおそれがあります。

◆専用充電器は平坦で安定する場所にしっ
かり設置する。　　  

●コードが引っ張られたり、落下の衝撃により故

障の原因になります。

◆専用充電器は落としたり衝撃を与えな
い。
●充電ができなくなったり破損するおそれがあり

ます。

◆充電中の専用充電器にカバーをしたり上
に物を置いたりしない。     

●内部が発熱し、充電できなくなることがありま

す。

◆自動車の AC 電源などを使用しない。　 

●充電するときは必ず、家庭用コンセント（AC 

100V）をお使いください。

充電する前に

警　告
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充電について

◆専用充電器を家庭用コンセントにつない
だままにしない。
●コンセント部分にほこりがたまり、火災になる

おそれがあります。また、落雷などによる故障の

おそれがあります。専用充電器をご使用にならな

いときは、安全のためコンセントからプラグを抜

いておいてください。

◆抜き挿しはプラグをもっておこなう。
●充電器を接続、取外しする時は、コンセント側、

バッテリー側とも、プラグを持っておこなってく

ださい。コードを持って取外しをおこなうと、断

線の原因となり、故障や不慮の事故の原因となり

ます。

◆適切な接地 ( グランド ) をする。
●充電器はアースラインのある 3 線式電源コー

ドを通して接地されます。感電を避けるため必ず

アース端子のあるソケットに差し込んでくださ

い。アダプタを使用して 2 線式電源に接続する

場合も必ずアダプタのアース線を接地してくださ

い。

◆下記の諸条件を満たす場所を選んで充電
しましょう。　　 

●平坦で安定がよいところ。

●雨や水にぬれないところ。

●直射日光の当たらないところ。

●風通しがよく、湿気のないところ。

●幼児やペットなどの手の届かないところ。

●充電中の温度が約 0 ～ 40℃の範囲内の場所。

（充電中の最適温度は約 15 ～２５℃です。）　　

　

◆充電に適さない場所、充電方法。　　 

●夏の場合、直射日光が当たる場所での充電や走

行直後の充電は充電に適しません。

●冬の場合、屋外または物置などで極端に低温に

なる場所、またはストーブやこたつなどの暖房器

具の近くは充電に適しません。

充電する場所充電する前に
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充電について

※仕様により図示と異なる場合があります。

◆充電器のつなぎかた　 

1.  車のメインスイッチが OFF になっていること

を確認します。

2.  充電器側の本体接続プラグを本体側の充電器

プラグに挿し込みます。

※このとき、プラグがしっかり奥まで挿し込まれ

ていることを確認してください。

3.  電源接続プラグを家庭用のコンセント（100V）

に接続します。

4.  充電器の電源ランプが点灯することを確認し

ます。

◆充電器の充電状態ランプ 

●充電状態ランプは充電開始時、橙色点灯します。

●橙色の時は充電中です。

●緑色の時は充電完了です。

●赤色の時は満充電等で充電しません。

◆バッテリー充電の目安（72V43Ah）

リチウムバッテリー充電時間は、充電前の走行状

態やバッテリー残量・外気温により異なりますが、

空の状態からフル充電するには約 9 時間かかり

ます。長期放置後の充電時はバッテリーの状態に

より充電時間が延びますが故障ではありせん。　

　 

・充電中はメインスイッチを入れないでください。

・充電中異常に気づいたら、ただちに充電器の電

源プラグをコンセントから抜いてください。

・充電完了直後の走行はバッテリーに悪い影響を

与えますので１０分程度間をおいてから使用して

ください。

充電のしかた 充電時間の目安

注　意

本体接続プラグ

電源接続プラグ

充電状態ランプ
電源ランプ

充電器プラグ
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充電について

◆ 1 充電あたりの走行距離（72V43Ah）

1 回の充電で走行できる距離は走りかたや道路状

況など（※）により異なります。

※発進・停止の回数、車載重量、坂の勾配、路面

の状態、風向き、風速、気温、充電状態、バッテ

リーの性能低下、タイヤの空気圧など様々な条件

により走行距離は変わります。

右図は気温 25℃、車載重量（乗員及び荷物を合

計した重量）55kg、平滑乾燥路面、無風状態、　

新品のバッテリーで走行したときの弊社データで

す。

走りかた 速　度
モード

走行距離 (km)
0    　　25 　　  50   　　75　　   100　　   125　　  150

平坦路連続 30km/h
定地航続距離 1 速

平坦路連続定地航続距離

1 速

2 速

3 速

平坦路発進・停止

1 速

2 速

3 速

・バッテリーの特性上、気温の変化により、走行できる距離が短くなる場合があります。

・車載重量が 75kg のときは、55kg のときと比べて走行距離が 10% ～ 20% 短くなります。

◆シフト機能について

BIZMO Ⅱは、１～３速のシフト機能を搭載しています。

当車両はハブモーターによるダイレクト駆動方式を採用しています。機械的な切替ではなく、1 速

2 速 3 速とシフトアップするにしたがいモーターの最大回転数が上がるように制御されており、ギ

アの切替と違い、3 速でも 1 速と同様のトルクを発揮しますので必ずしも 1 速で始動しなければ

ならないわけではありません。

３速を中心に走行するとパワフルな走行を楽しめますが、省エネ運転には１速を中心とした走行を

お勧めします。

１充電あたりの走行距離
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運転操作

◆メインスイッチを入れる前に
　　

●充電器が本体の充電器プラグから抜かれている

ことを必ず確認してください。充電器の引きずり

防止のため、メインスイッチを ON にする時は必

ずプラグから抜いてください。

●シート下にある電源ブレーカーが ON になって

いることを確認してください。電源ブレーカー

を ON にしないとメインスイッチを入れてもモー

ターを始動することができません。

◆メインスイッチの入れ方
　　 

1.  後輪ブレーキレバーをしっかり握ります。急

発進防止のため、メインスイッチを ON にする時

は必ず後輪ブレーキをかけた状態で行ってくださ

い。

2.  メインスイッチを ON にします。

・充電中はメインスイッチを入れないでくだだい。 

・充電完了直後の走行はバッテリーに悪い影響を

与えますので、１０分程度間をおいて使用してく

ださい。 

・充電器の引きずり防止のため、メインスイッチ

を ON にする時は必ず本体の充電器プラグから充

電器を抜いてください。

・急発進防止のためメインスイッチを ON にする

時は必ず後輪ブレーキをかけた状態で行ってくだ

さい。

・メインスタンドを立てたり戻したりするときは

スタンディングハンドルを持っておこなってくだ

さい。スロットルグリップを握って押し出すとス

ロットルグリップが回り、車が走り出すことがあ

り大変危険です。

【1】メインスタンドを戻します。

1. 左手で後輪ブレーキレバーを握り、右手でス

タンディングハンドルを持ちます。

2. 車を前に押し出してメインスタンドを戻しま

す。

【2】車に乗ります。

1. 車の左側から右足をフットボードに乗せます。

2. シートに腰をおろします。このとき、車が倒

れないように左足で支えてください。

急発進防止のため、走り出すまではスロットルグ

リップをむやみに回さないでください。

メインスイッチの入れ方 発進のしかた

警　告

警　告 警　告
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運転操作

 

【3】スタートスイッチを入れます。
1. 飛び出し防止のスタートスイッチを入れ、モー

ターをスタンバイ状態にします。

【4】前後の安全を確認します。

1. 方向指示器スイッチを右側に入れ、発進の合

図をします。

2. 前後の安全を確認します。

周りの安全を充分に確認してから発進してくださ

い。特に雨の日や夜間は周りの状況が見えにくく

なります。より慎重な安全確認が必要です。

【5】発進します。
1. 後輪ブレーキレバーを離します。

2. スロットルグリップをゆっくり手前に回して

発進します。

3. 発進後は方向指示灯をすみやかに消灯してく

ださい。　

スロットルグリップを急激に手前に回すと急発進

して危険です。

【6】スピードの調整
●スピード調整はスロットルグリップを回して行

います。

戻す：スピードが遅くなります。すばやく戻して

ください。

手前に回す：スピードが速くなります。ゆっくり

回してください。

上り坂で停止するときは、ブレーキを使用してく

ださい。スロットルグリップの操作で車を保持す

ると、バッテリーなどが発熱して故障の原因とな

ります。 

発進のしかた

警　告 警　告

警　告

スタートスイッチ



22 取 扱 説 明 書

運転操作

◆ならし運転のしかた

車を長持ちさせるために、ならし運転を行ってく

ださい。

乗り始めてから 100km 走行までは 25km/h 以下

のスピードで走ってください。

また、走行するときは不要な急加速や急減速はし

ないでください。

◆ブレーキの使いかた

1.  スロットルを完全に閉じます。

2.  前輪ブレーキと後輪ブレーキを同時に、徐々

にしぼりこむように握ります。

※フットブレーキの場合は徐々に踏み込みます。

・急ブレーキは避けてください（特にどちらか一

方に傾いている時）。横滑りや転倒の原因となり

ます。

・踏切、路面電車のレール、道路建設現場の鉄製

のプレート、マンホールのフタなどは濡れている

ときは極端に滑りやすくなります。そのようなと

ころでは減速し注意して走行してください。

・濡れた路面では、ブレーキが効きにくいことを

留意してください。

・下り坂でのブレーキ操作は非常に困難です。坂

道では減速してください。

・連続したブレーキ操作は避けてください。ブレー

キ部の温度が上昇し、ブレーキの効きが悪くなる

恐れがあります。

【1】 止まる場所が近づいたら

1. 方向指示器スイッチを左側にスライドさせ左

に寄る合図をします。

2. 後方の安全を確認します。

3. 周りの交通に注意しながら、徐々に左に寄り

ます。　

【2】ブレーキを除々にかけます。

1. スロットルグリップを戻します。

2. 徐々に前輪、後輪のブレーキをかけます。

　不要な急ブレーキは掛けないでください。

【3】車が止まったら

1. 左足を地面につけて車を支えます。

2. 方向指示器スイッチを押して方向指示灯を消

します。

3. メインスイッチを OFF にします。　

4. 車の左側に降ります。

ブレーキの使い方 止まりかたならし運転のしかた

注　意
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運転操作

 【4】メインスタンドを立てます。

1. 左手でハンドルを、右手でスタンディングハ

ンドルを持ちます。

2. 車を垂直にし右足でメインスタンドを降ろし

ます。このとき、メインスタンドの脚が左右とも

地面につくことを確認します。

3. 右足でメインスタンドを強く踏み込みながら

右手でスタンディングハンドルを引き上げます。

・交通のじゃまにならない場所に駐車してくださ

い。

・平坦な場所に駐車してください。やむをえず傾

斜地や柔らかい地面などの不安定な場所に駐車す

るときは、転倒や動き出しのないようにしてくだ

さい。

◆ BIZMO Ⅱは回生ブレーキ機能を搭載し、下り

坂での速度調整や減速停止時に充電を行っていま

す。

●スロットルを戻してブレーキレバーを操作時

に、モーターを発電機として作動させています。

モーターで電力を回生する事で通常のブレーキに

制動力を付加すると共に、発生した電力をバッテ

リーに供給します。

充電量は下り坂の傾斜やスピード等によって変化

します。

バッテリー満充電時には作動しない事がありま

す。

回生充電について止まり方

警　告
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日常点検

◆日常点検の実施

●車を安全で快適にご使用いただくため、道路運

送車両法で日常点検をおこなうことが義務づけら

れています。運転する前に必ず実施してください。

点検整備に使用する工具は必要に応じてお買い求

めください。

・日常点検を怠ると重大な事故やケガ、トラブル

の原因となります。必ず実施してください。

・異常が認められたときは、乗車前にご自身また

は販売店で必ず整備を行ってください。　　

　

安全のため、ご自身の知識、技量にあわせた範囲

内で点検・整備をおこなってください。難しいと

思われる内容は販売店にご依頼ください。点検整

備するときは安全に充分注意し、下記の内容を

守ってください。

・点検は平坦で足場のしっかりした場所を選び、

スタンドを立てて行ってください。

・走行直後は、モーターなどが熱くなっています。

直接触れたりしないでください。ヤケドに注意し

てください。

・濡れた手で充電器の電源プラグやバッテリーの

接点部分に触れたりしないでください。感電する

おそれがあり、大変危険です。  

・走行して点検するときは、交通状況に注意して

ください。

◆日常点検の内容

詳しい点検の方法は、次頁以降の日常点検の方法を参照してください。

点検個所 点検内容

ブレーキ ブレーキレバーのあそびが適切で、ブレーキの効きが充分

であること。

タイヤ ●タイヤの空気圧が適当であること。

●亀裂、損傷がないこと。

●異常な摩耗がないこと。

●溝の深さが充分あること。

モーター ●低速、加速の状態が適当であること。

●異常、異音がないこと。

灯火装置及び方向指示灯 点灯または点滅具合が良好で、かつ、汚れや損傷がないこ

と。

運行において異常が認められた箇所 当該箇所に異常がないこと。

バッテリー残量 バッテリー残量が運行に充分であること。

日常点検の内容日常点検の実施

警　告

警　告
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日常点検

◆ブレーキレバーのあそびの点検

●ブレーキのあそびの点検

ブレーキレバーを軽く握り、抵抗を感じるまでの

レバー先端部のあそびが規定の範囲にあるかを点

検します。　

あそびは 10mm ～ 20mm

●ブレーキのきき具合の点検

乾いた路面を走行し前輪ブレーキ、後輪ブレーキ

を別々に作動させたときのきき具合を点検しま

す。

ブレーキのきき具合が悪い時は販売店で点検・整

備を受けてください。

◆タイヤの点検

車を安全に運転するにはタイヤを良い状態に保つ

ことが必要です。常に適正な空気圧を保ってくだ

さい。

また、規定の数値を越えてすり減ったタイヤは使

用せず交換してください。　

過度にすり減ったタイヤの使用や、不適正な空気

圧での運転は、転倒事故などを起こす原因となり、

死亡または重大な傷害に至る可能性があります。

取扱説明書に記載されたタイヤの空気圧を守り、

規定の数値を越えてすり減ったタイヤは交換して

ください。

● 空気圧の点検

タイヤの接地部のたわみ状態を見て、空気圧が適

当であるかを点検します。タイヤの接地部のたわ

み状態が異状な場合は、タイヤが冷えている状態

でタイヤゲージを使用し、適正な空気圧に調整し

てください。

タイヤの空気圧は徐々に低下します。また、タイ

ヤによっては空気圧不足が見た目ではわかりづら

いものもあるため、少なくとも一カ月に一度はタ

イヤゲージを使用して空気圧の点検を行ってくだ

さい。走行後のタイヤが温まっている状態ではタ

イヤの空気圧は高くなることがありますので、必

ず冷えた状態で調整してください。　　　

タイヤの空気圧

前輪 200kPa（2.00kgf/㎠）

後輪 250kPa（2.50kgf/㎠）

日常点検のしかた

警　告
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日常点検

● タイヤの亀裂と損傷の点検

タイヤの全周に亀裂や損傷および釘、石、その他

の異物が刺さったり、かみ込んだりしていないか

を点検します。

道路の縁石等にタイヤ側面を接触させたり、大き

なくぼみや突起物を乗り越えたりしたときは、必

ず点検してください。

● タイヤの異常な摩耗の点検

タイヤの接地面が異常な摩耗していないかを点検

します。

● タイヤの溝の深さの点検

溝の深さに不足がないかをウェアインジケータ

（スリップサイン）により確認します。

ウェアインジケータがあらわれたら、ただちにタ

イヤを交換してください。

タイヤに異常があるときは、販売店で点検・整備

を受けてください。

・タイヤを交換するときは必ず、指定タイヤを使

用してください。指定タイヤ以外のタイヤを使用

すると、操縦安定性に影響を及ぼすおそれがあり

ますので、使用しないでください。

・過度にすり減ったタイヤの使用や不適正な空気

圧での運転は、転倒事故などを起こす原因となる

ことがあります。取扱説明書に記載された空気圧

を守り、過度にすり減ったタイヤは交換してくだ

さい。

・タイヤに異常があると、操縦安定性に影響をお

よぼしたりパンクの原因になります。異常がある

ときは、販売店で点検・整備を受けてください。

日常点検のしかた

注　意
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日常点検

◆モーターの点検

●モーターの回転、異音の点検

メインスタンドを立てた状態でモーターを始動し

後輪を空転させ、スムーズに回転するかを点検し

ます。モーターから異音がしないかを点検します。

●低速、加速の状態の点検

スロットルグリップを徐々に回してモーターを加

速したとき、スロットルグリップもモーターもス

ムーズに回るかを走行などして点検します。異常

があるときは販売店で点検・整備を受けてくださ

い。

◆灯火装置及び方向指示灯の点検

●メインスイッチを入れます。

●ヘッドライト、テールランプが点灯するかを点

検します。同時にヘッドライト上下切り替えス

イッチを上向き、下向きに切り替わるかを点検し

ます。

●前輪ブレーキバー、後輪ブレーキバーを別々に

握り、ブレーキランプが点灯するかを点検します。

●方向指示器スイッチを操作し、前後左右の方向

指示灯が点灯するかを点検します。

●レンズなどに汚れは損傷がないかを点検しま

す。

◆運行において異常が認められた箇所の点
検

運転中に異常を認めた箇所について、運行に支障

がないかを点検します。

◆バッテリー残量の点検

バッテリー残量が運行に十分であるかを点検しま

す。

・Ｐ 8 の「＊残容量表示について」も併せてご参

照ください。

車のバッテリーはリチウムイオンバッテリーで

す。

・充電には、当社の専用充電器を使用してくださ

い。

・長期間ご使用にならないときには、１ヶ月ごと

に補充電をしてください。

＊適切なバッテリーの保管の状態

○バッテリー残容量 30 ～ 40％

○保管温度が高いほど劣化が大きくなります。

涼しい場所で保管してください。

・バッテリーを交換するときは必ず当社指定の

バッテリーを使用してください。

日常点検のしかた

警　告
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定期点検整備

◆定期点検整備の実施

定期点検は車を使用する人が自己管理責任で定期

的におこなう点検整備で、法に準じておこなうこ

とが義務づけられています。二輪自動車または原

動機付自転車については、1 年点検と 2 年点検と

使い初めてから 1 ヶ月目（または 1,000 ｋｍ時）

におこなう点検があります。点検整備に使用する

工具は必要に応じてお買い求めください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

点検整備を怠ると重大事故、ケガ、トラブルの原

因となります。必ず実施してください。

安全のため、ご自身の知識、技量に合わせた範囲

内で点検・整備をおこなってください。難しいと

思われる内容は販売店にご依頼ください。

点検するときは安全に充分注意し、以下の内容を

守ってください。

・点検は平坦で足場のしっかりした場所を選び、

スタンドを立てておこなってください。

・走行直後は、モーター本体などが熱くなってい

ます。直接触れたりしないでください。ヤケドに

注意してください。

・濡れた手で充電器の電源プラグやバッテリーの

接点部分に触れたりしないでください。感電する

おそれがあり、大変危険です。  

・走行して点検するときは、交通状況に注意して

ください。

・異常が認められたときは、乗車前にご自身また

は販売店で必ず整備をおこなってください。　

◆定期点検整備の内容

安全のため、ご自身の知識、技量にあわせた範囲

内で点検・整備をおこなってください。難しいと

思われる内容は販売店にご依頼ください。点検整

備するときは安全に充分注意し、右記の内容を

守ってください。

定期点検整備の内容定期点検整備の実施

警　告
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定期点検整備

点検整備を怠ると重大事故、ケガ、トラブルの原

因となります。必ず実施してください。

安全のため、ご自身の知識、技量に合わせた範囲

内で点検・整備をおこなってください。難しいと

思われる内容は販売店にご依頼ください。

点検するときは安全に充分注意し、以下の内容を

守ってください。

・点検は平坦で足場のしっかりした場所を選び、

スタンドを立てておこなってください。

・走行直後は、モーター本体などが熱くなってい

ます。直接触れたりしないでください。ヤケドに

注意してください。

・濡れた手で充電器の電源プラグやバッテリーの

接点部分に触れたりしないでください。感電する

おそれがあり、大変危険です。  

・走行して点検するときは、交通状況に注意して

ください。

・異常が認められたときは、乗車前にご自身また

は販売店で必ず整備をおこなってください。　

に注意してください。

点検個所 点検内容

ブレーキ

ブレーキレバーの遊びの点検。

右ブレーキレバーの遊び：10 ～ 20mm

左ブレーキレバーの遊び：10 ～ 20mm

タイヤ

●タイヤの空気圧が適当であること。

●亀裂、損傷がないこと。

●異常な摩耗がないこと。

●溝の深さが充分あること。

モーター
●低速、加速の状態が適当であること。

●異常、異音がないこと。

灯火装置及び方向指示灯
点灯または点滅具合が良好で、かつ、汚れや損傷がない

こと。

ブレーキシュー

ブレーキシューの摩耗点検。

ブレーキレバーをいっぱい握ったとき、インジケーター

が使用範囲から外れるとブレーキシューの使用限度で

す。

運行において異常が認められた箇所 当該箇所に異常がないこと。

バッテリー
この車のバッテリーは密閉式残量が運行に充分であるこ

と。

ヒューズ ヒューズが切れていないことを確認します。

定期点検整備の内容

警　告
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お手入れと保管

◆車のお手入れ

お車を定期的に清掃することは品質や性能を維持

するために大切な作業です。すみずみまで清掃す

れば普段見逃しがちな異常箇所や摩耗が発見で

き、故障の予防にもなります。

また、海水や路面凍結防止剤などに含まれる塩分

は車体のサビを促進します。海岸付近や凍結防止

剤を散布した路面を走行した後は必ず洗車してく

ださい。

◆洗車のしかた

雨天走行後など、車が汚れたときは早めに洗車し

てください。

車をサビやキズから守ります。  

●中性洗剤を使用して水洗いします。洗車後は柔

らかい布で水分をよくふきとります。からぶきは

キズの原因になりますのでしないでください。ま

た、スチーム洗車や水道ホースなどで車に直接圧

力をかける洗車もしないでください。

●車の塗装面保護のため、ワックスがけをしてく

ださい。

・洗車はモーターが冷えているときにしてくださ

い。

・洗車時、ブレーキドラム、車軸モーターに直接

水をかけないでください。ドラム内に水が入ると、

ブレーキの制動力が低下し、一時的にブレーキが

効かなくなることがあります。特に寒冷地では充

分注意してください。車軸モーター内部に水が入

ると、錆やトラブルの原因になる場合があります。

※雨天走行時も車軸モーターの冠水にはご注意く

ださい。

・洗車後、ブレーキの効きが悪くなることがあり

ます。効きが悪いときは、前後の車に充分注意し

ながら低速で走行し、効きが回復するまで数回ブ

レーキを軽く作動させて、ブレーキの湿りをかわ

かしてください。

・コントローラーやバッテリーなど電装品には水

が入らないように注意してください。故障の原因

になります。

・コンパウンドの入ったワックスは、プラスチッ

ク部分を傷つけますので、使用しないでください。

・ヘッドライト、メーターパネル、サイドカバー

などのプラスチック部品にブレーキ液、アルカリ

性および強酸性のクリーナー、その他の溶剤など

がかかると、ひび割れなどの原因になりますので

注意してください。また、コンパウンドの入った

ワックスは、表面を傷つけますので使用しないで

ください。 

車のお手入れ

警　告
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お手入れと保管

◆保管のしかた

車はできるだけ敷地内に保管し、屋外に駐車する

ときはボディーカバーをかけてください。

長時間お乗りにならないときは、以下のことを

守ってください。

・保管する前にワックスがけをしてください。サ

ビを防ぐ効果があります。

・バッテリーを取り外して、湿気のないすずしい

場所に保管してください。また、１ヶ月ごとにバッ

テリーの補充電をしてください。

＊適切なバッテリーの保管の状態

○バッテリー残容量 30 ～ 40％

○保管温度が高いほど劣化が大きくなります。

涼しい場所で保管してください。

・長期保管後の走行前には、バッテリーの充電、

および各部の点検をしてください。

※保管の状態によりバッテリー劣化の程度が大き

く変化します。

　” 満充電に近い状態で保管温度が高いほど ” 容

量劣化はおおきくなります。

　充電量 40％以下 15℃前後で保管した場合は、

たとえば 1 年間放置した状態でも数％の容量劣

化で収まりますが、満充電 45℃の保管環境ので

は、場合によっては半年間で 60％程度まで劣化

することもあります。

　長く安全にご利用いただくために、バッテリー

の特性をご理解ください。

車の保管

注　意
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製品仕様

機種名称 BIZMO Ⅱ
全　　長 2000mm
全　　幅 690mm
全　　高 1010mm
軸間距離 1370mm
乗車定員 1 名

モーター定格出力 580W
バッテリー種類 三元素
バッテリー規格 72V43Ah
バッテリー重量 22kg

車両重量 82kg
充電器 AC100V　50/60Hz

充電時間
（空から満充電まで） 9 時間

タイヤサイズ
前輪　  90/90-12
後輪　100/90-10

タイヤ空気圧
前輪　200kPa（2.00kgf/㎠）
後輪　250kPa（2.50kgf/㎠）

ヘッドライト 12V35/35W
ブレーキ / テールランプ 12V21W/12V5W

方向指示灯（前 / 後） 12V10W
メーター灯 12V1.7W

コントローラ 72V30A
コンバータ DC72V/12V

製品仕様




